
【取組内容】 「めあてシート」と「振り返りシート」を活用した主体的に学ぶ子どもたちの姿

奈良市立若草中学校（奈良県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

めあて・振り返りシート
自分はどうしたい、どうなりたいというこ
とを日常的に考えるサイクルへ

授業の初めにめあてを、授業の終わりに振り
返りを書くようにしました。紙のワークシート
で書いていたときに比べ、友達の書く内容を参
考にできるからか、普段かけない生徒もまずは
真似から入り、少しずつ自分の言葉で表現でき
るようになりました。

また、本校では自分で学ぶことはもちろん、
他者との関わりを通じて学ぶことを主題におい
ています。振り返りシートにも、「誰」と「な
にをした」と記載させることで、個人の学びに
閉じず学びを深めることができました。

結果として、これまでの「先生から教えても
らう」という姿勢から、授業の時間に「自分は
何をしたい」「何ができるようになりたい」と
いうことを考えながら学ぶ生徒が増えました。
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